






































小川:多田班・中村班と一緒に「21 世紀の周産期医療」というテーマで、フォーラムを先

日開催致しました。多数の先生方の出席を得ました。今日は、周産期医療の中で保険医療

の矛盾点がいろいろある中で、新生児の搬送が大きくクローズアップされております。産

科の先生方からもコメントをいただきたいと思います。

今日は話題提供を、新潟市民病院の小田良彦先生と、東京都立八王子小児病院の西田朗先

生に、お願いしました。西田朗先生にはじめお話をいただいて、そのあと小田良彦先生に

お話をいただくということにいたします。西田先生の八王子小児病院は都立病院ですが、

新生児専用の搬送車がございませんので、公共の消防庁の救急車を使って搬送をしておら

れます。おそらく日本でいちばん多いぐらいの搬送例があるのではないかと思います。消

防庁、あるいは消防署の公共の救急車を使って搬送するグループの代表として、話題提供

をしていただきます。小田先生のところは新生児専用の搬送車がありますので、自院の新

生児専用、あるいは専用でなくても、自院の搬送車を使った場合、保険上どういう問題が

あるか、そしてそれはどのようにしていけばいいかということをお話しいただき、コーヒ

ーブレークを取ったあと、全体討議をしたいと思います。

では、西田先生からお願いをいたします。


